
医療 DX 推進体制整備加算 

当院では医療 DXを推進して質の高い医療を提供できるように体制を整備しています。 

オンライン資格確認システム等により取得した医療情報等を活用して診療を行う他、マ

イナ保険証の利用や電子処方箋の発行、電子カルテ情報共有サービスなどの医療 DX にか

かる取り組みを、今後導入し実施していく予定としています。 

 

一般名処方加算 

当院では、後発医薬品のあるお薬について、特定の医薬品名を指定するのではなく、お薬

の成分をもとにした一般名処方（一般的な名称により院外処方箋を発行すること）を行って

います。これにより、特定の医薬品の供給が不足した場合でも、同じ成分で別メーカーの医

薬品により患者さんにとって必要なお薬が提供されやすくなります。 

ご不明な点などがございましたら薬剤師にお尋ねください。 

 

外来腫瘍化学療法診療料 1 

 当院では、本診療料を算定している患者から電話等による緊急の相談等に 24 時間対応

できる連絡体制を設けています。 

急変時等の緊急時には、各専門領域との迅速な連携によるチーム医療での対応を行ってお

り、実施される化学療法のレジメン（治療内容）の妥当性についても委員会で評価、承認を

実施しています。 

 

協力対象施設入所者入院加算 

当院では、協力対象施設入所者入院加算の届出を行っております。 

下記の介護保険施設の協力医療機関として、当該介護保険施設から 24時間連絡を受ける

体制をとっております。また、連携介護保険施設と入所者の診療情報及び緊急時の対応方針

等の共有を図るため、月 1 回以上の頻度でカンファレンスを実施しております。 

【協力対象施設】 

 介護老人保健施設 アンジェロ 

 介護老人保健施設 ハビリス 

 グループホーム ハビリス鵄邑Ⅰ 

 グループホーム ハビリス鵄邑Ⅱ 

 グループホーム アンジェロ三碓の里 

 

  



後発医薬品使用体制加算 

当院では、後発医薬品の使用に積極的に取り組んでおります。 

また、医薬品の供給不足等が発生した場合、治療計画の見直しや、適切な対応ができるよ

うに体制を整備しております。なお、状況に応じて患者さまへ投与する薬剤が変更となる可

能性があります。 

 

バイオ後続品使用体制加算 

当院では、バイオ後続品の使用に積極的に取り組んでおります。 

バイオ後続品とは、国内で既に承認されているバイオ医薬品（遺伝子組み換えや細胞培養

技術を用いて製造したタンパク質を有効成分とした医薬品）と同等の品質・有効性・安全性

を示す医薬品のことです。主に糖尿病治療、貧血治療、がん治療などで使われています。 

なお、医薬品の供給状況が不安定の際は、お薬を変更せざるを得ない場合がございます。

その際は、院内にて協議を行い、変更致します。変更の際はご説明をさせていただきます。 

 


